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2台のピアノ曲についての考察
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AStudyonMusicplayedwithTwoPianos
はじめに
ピアノニ重奏には次の2種類があり、1台のピアノを2人で奏する連弾
（1台4手）と2台のピアノによる二重奏（2台4手）である。連弾は、
2人の奏者が1つの鍵盤の前に比較的窮屈な形で座るため、鍵盤の全域を
駆使することでのみ発揮しうるヴィルトゥオーソの要素が制限されてしま
うのに対し、2台のピアノは1台のピアノに1人の奏者でスケールの大き
な表現が可能である。楽器のための二重奏（1台4手の連弾に対して2台
4手）は、クレキオンによるシャンソンの、2台の鍵盤楽器への編曲
（MME，ii，158）を別にすれば、連弾と同じくイギリスで始まった。その皮
切りは《フィッツウィリアムス・ヴァージナル曲集》に収められたファー
ナビー作曲の小品である。また前古典派的な作品としては、クープランな
らびにベルナルド，・パスクイー二（彼の2種類の数字付き低音のための14
曲のソナタは、2人の奏者に同時進行の即興を要求する）による2台4手
の曲がある。
この曲種の近代史は、ヴィルヘルム・フリーデマン、カール・フィリッ
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プ・エマヌエル、ヨハン・クリスティアンのバッハ3兄弟による2台の鍵
盤楽器のための作品に始まるといえよう。クレメンティは2曲のソナタを
モーツァルトは1曲のフーガK．426および1曲のソナタK．448を作曲し、
またドゥセクも幾つかの作品を書いた。ベートーヴェンとシューベルトの
時代には2台のピアノ作品はほとんど書かれず、2台ピアノ用の創作が熱
狂的に再開されたのはロマン主義時代になってからであった。リストは自
作の〈ファウスト交響曲〉、〈ダンテ交響曲〉、交響詩、2台のピアノ協奏
曲とともに、ベートーヴェンの第9交響曲をも2台ピアノ用に編曲した。
ピアノ協奏曲は、練習がしやすいように通常、2台ピアノ版で出版されて
いる。こうした協奏曲の2台ピアノ版は、初めから2台のために書かれた
大規模作品を数のうえでは上回っている。本来の2台ピアノのための作品
も、多くがそれ以外の形でも存在している。シューマンの〈アンダンテと
変奏曲〉op．46の原曲には、2台のピアノのほかに2台のチェロとホルン
の声部があった。またブラームスの〈ハイドンの主題による変奏曲〉
op．56にはオーケストラ版が、へ短調ソナタop．34にはピアノ五重奏版があ
る。レーガーの〈モーツァルトの主題による変奏曲とフーガ〉op．132には
オーケストラ版と連弾版が発表されており、ブゾー二の〈対位法的幻想
曲〉1にはピアノ独奏版もある。また、レーガーの他の2つの大きな変奏曲、
サン・サーンスの〈ベートーヴェンの主題による変奏曲〉op．35、ドビュッ
シーの〈白と黒で〉、ストラヴィーンスキーのソナタ、ラフマニノフの2
つの組曲、メシアンの〈アーメンの幻影〉などが、2台ピアノのための最
も大規模な作品に属する。ドビュッシーの〈リンダラハ〉、彼の最初のス
ペイン風の作品として重要である。一般によく演奏される作品には、ショ
パンの遺作のロンドop．72アレーンスキーの組曲、ミヨーの〈スカラムー
シュ〉、バックスやインファンテらの短い作品などがある。
2台ピアノの作品研究や、あまり紹介されていない曲の演奏法・分析な
どを考察してみた。
一90一
2台のピアノ曲についての考察
2台のピアノ曲を選ぶにあたって
古典的な曲を弾きたいときに
・」．Chr．バッハ／ソナタ・ト長調
このソナタは、2楽章からなりバッハのオリジナルの作品として、とて
も可愛らしく楽しい作品でありモーツァルトヘの方向を多分に示している。
・クレメンティ／ソナタ・変ロ長調
2台のピアノのためのソナタは2曲あり、ペータース版の第2番の曲。
2楽章からなる曲で第1楽章は生き生きと快活。第2楽章はメヌエヅトの
可愛らしく短い曲。
・モーツァルト／ソナタ・二長調K．448
第1楽章の非常に印象に残るテーマに始まり、2台のピアノの効果の充
分湧出する優れた作品である。合奏のテクニックもかなり必要とし、完成
度の高い演奏をするにはなかなか難しい曲である。
・モーツァルト／ラルゲットとアレグロ変ホ長調
弦楽四重奏にも似た質素ながら暖かいテーマに始まり、軽快で愛らしい
アレグロに続く。2台のピアノが織りなす音楽の対話が美しく響く曲。
・モーツァルト＝ブゾー二／協奏風小二重奏曲
ブゾー二の作品には既にある作品を部分的に借用改編した曲が多いが、
この曲はモーツァルトのピアノ協奏曲（K459）の終楽章に基づいたもの。
2台のピアノの掛け合いが面白い。
叙情的傾向の曲
・アレンスキー／組曲・作品15
特有の叙情感が感じられる曲で、ロマンスに始まり、ヴァルスのに続き、
壮麗なポロネーズに続く。
・グリーク・古いノルウェーのロマンス・作品51
オーケストラ要素が非常に強く、様々な楽器をイメージすることが大切。
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長い曲を如何にまとめるかが、難しいところである。
・ラフマニノフ／幻想曲（組曲第1番）・作品5
ロマンティシズムあふれる美しい曲で、2台のピアノの効果を最大限に
引き出し、非常に優れた作品。バルカロール、夜、涙、復活祭と題される
4曲からなり、それぞれの曲は詩情溢れる曲想である。
・ラフマニノフ／組曲第2番・作品17
組曲第1番と同じように2台のピアノの機能をフルに生かした優れた作
品である。序奏ワルツと続きトリル風に動く部分は合わせるのに非常に難
しい部分である。ロマンスは恋人同士の語らい。タランテラの壮麗な曲に
続く。アンサンブルの妙味を感じられる素晴らしい曲である。
・スクリャビン／幻想曲（遺作）
10分程の短い曲であるが、ロマンティックなメロディーが聞こえ、2台
のピアノのやりとりも面白く、音楽的にも充実した曲。
絵画的、印象派的傾向の曲
・シャブリエ／3つのロマンティックなワルツ
画家マネと親しく絵画に精通していたのにふさわしく、リズムと色彩に
関して敏感なセンスをもった曲である。2台のピアノの面白さを存分に味
わえ、優しさ、活発さ、情熱ありの3曲からなる洒落た作品である。
・オベール／組曲・作品6
曲の色彩感、ハーモニーは、フォーレに似て、とても素敵な曲である。
ロマンティックな雰囲気を充分感じられる3曲からなる小品。
・ラヴェル／スペイン狂詩曲
4曲からなるこの曲は夜の前奏曲の神秘的な不協和音が独特の効果をだ
し、第2曲はスペインのマラガの踊り、次のハバネラにもその特徴をとら
え、第4曲のフェリアで頂点に達する。オーケストラ的雰囲気を持った色
彩感のあふれる曲。
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・ドビュッシー／リンダラハ
この曲は1901年作曲されたが、死後発見された。リンダラハは、モール
人、そしてスペイン、ハバネラと結びついてくる。短い曲ではあるが、ド
ビュッシーの感覚が良く伝わってくる。
構成的、内面的音楽性をじっくり感じる曲
・シューマン／アンダンテと変奏曲変ロ長調・作品46
叙情的で室内楽的な楽想であり、主題と8つの変奏からなり、シューマ
ンの音楽性が充分に感じられる優れた作品である。
・シューマン＝ドビュッシー／カノン形式による6つのエチュード
，シューマンがペダルピアノのための練習曲として書いた曲をドビュッシー
が2台のピアノのために編曲した。カノン技法を非常にうまく駆使し、練
習曲とはいえ、全体で1つのの組曲の様な流れを感じさせる曲。終曲は穏
やかで優しく平和に閉じる。
・ブラームス／ハイドンの主題による変奏曲変ロ長調・作品56
オーケストラ曲として名高いこの曲は、2台のピアノ曲として1873年に
完成されている。各変奏は独自の内容と雰囲気をもち、その雰囲気や性格
の変化が全体として曲のまとまりを構成。テーマから2人で合わせるのが
難しく、一見易しそうで以外と難しい曲。
・ライネッケ／グルックのガヴォットによる即興曲
グルックのガヴォットのなじみ深いメロディーが変奏され、中程では、
バッハのイギリス組曲の旋律も聴こえる。シューマンのアンダンテと変奏
を思いださせる雰囲気をもった曲である。
・サン＝サーンス／ベートーヴェンの主題による変奏曲・作品35
主題はベートーヴェンのピアノソナタ作品31の3の第3楽章のトリオの
部分である。2台のピアノが平等に扱われつつ、音楽全体も非常に良くま
とまっている。ベートーヴェンの古典的要素を失うことなく、フランス的
な洗練されたニュアンスを持ち、序奏、主題の提示、変奏と続く。第9変
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奏にあたる部分がフーガとなり、華やかなコーダで終わる。
・レーガー／モーツァルトの主題による変奏曲とフーガ・作品132
この曲は、オーケストラ用に書かれ、作曲者自身によって2台のピアノ
用に編曲されている。テーマはモーツァルトのソナタイ長調K．331に基づ
いて、その展開はとても興味深い。頭脳的作曲家レーガーのまことに綿密
に作られた作品。
・ブゾー二／対位法ふう幻想曲
バッハのカンタータ「高きにいます神に栄光あれ」によるコラール変奏
曲。堂々とした序奏に始まり、フーガのテーマはバッハのフーガの技法の
中のものが用いられている。長大曲なので、曲の流れ、クライマックスヘ
のもって行き方等、全体的計画を考えることが大切である。
独特な性格と雰囲気をもつ印象的な曲
・プーランク／ソナタ
エレガンス、ウィット、洗練といった雰囲気をもつ。曲は4曲からなり、
第1曲プロローグは祈り、聖歌。リズミックで活気のある第2曲。冥想の
世界の第3曲。エピローグは生き生きと、2台のピアノの表現出来る効果
を充分に駆使した迫力のある作品。
・プーランク／カプリッツヨ・エレジーシテノル島への船出
3曲とも10分程度の小曲でプーランク独特のメロディーと美しいハーモ
ニーをもった気軽に弾ける曲である。
幾分くだけた感じの曲を弾きたい時に
・ベンジャミン／ジャマイカンルンバ
リズムにのって踊りたくなるような気楽な曲である。
・フランセ／8つの異国風の舞曲
明快で新鮮な手法のなかに洒落であふればかりの機智を盛り込み、独特
の作風で作りあげられ、マンボとかロックンロールといったリズムが生き
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生きと扱われている。
・ミヨー／スカラムーシュ
楽しく陽気なテーマに始る第1曲。子供に童話を話してきかせる第2曲。
第3曲はサンバのリズムの曲。，是非一度はあわせてみたい曲である。
・コープランド／ハリスコの踊り
リズミックな曲。何より珍しいのは、途中に手をたたく個所が出てくる
こと。
・ベンジャミン／サンドミンゴ
この曲はピアノのふたを手でノックする部分がある。リズミックで軽快
な曲である。
邦人作品について
・尾高尚忠／みだれ
日本人の意気盛んな祭り太鼓の雰囲気をもった素敵な曲である。中間部
はドビュッシーライク、いかにも印象的で演奏していてとても気持ちの良
い曲である。
・小倉朗／2台のピアノのための舞踊組曲
4つの楽章からなり、深い竹やぶの中から笛の音が聞こえるような第3
曲等、日本人の心にしみる作品である。
・入野義朗／2台のピアノのための音楽
短い小品であるが実にたくみに構成された曲である。演奏にはテクニッ
クと合奏技術が要する。
・間宮芳生／2台のピアノのための3章
3楽章からなるこの曲は3連音符の速いパッセージのからみあうスピー
ド感ある第1楽章、田植え踊りの「千松公」の旋律による第2楽章、終楽
章は快活なロンド形式で2台のピアノの効果を充分に表現できる。
・中田善直／無宗教者の讃美歌
5曲からなり優しく美しいメロディーに始まり、深い神秘性をもった第
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2曲、平和で暖かい情緒の第3曲、勇ましくリズミックな第4曲そして優
美な回想。日本人の心にしみる曲である。
・青木省三／Arc皿：fortwopianos
・青島広志／「オリンポスは笑う」第2組曲
・藤田耕平／2台のピアノのための「八百屋お七の舞台への音楽」
・花村光浩／2台のピアノの為の音楽No．2
・服部公一一／祭：ピアノ協奏曲
・早坂文雄／OvertureinRemajor
・一柳彗／二つの存在：2台のピアノのために
・壁真理子／ファンタジー1
・北爪やよひ／インナースペース
・清瀬保二／2台のピアノのためのスケルツォ
・近藤譲／形は影に従う
・牧野練／Connuences：pour2pianos
・松平朗／前奏曲．パッサカリアとフーガ：2台のピアノのために
・松平頼則／／Portraitα
・三善晃／全調による楽しいピアノデュオ
・諸井誠／1erconcertopouretorehestre
・中田喜直／2台のピアノのための軍艦マーチによるパラフレーズ
・中根裕子／笑う五百羅漢：2台のピアノのための組曲
・新美徳英／魔法の蛙1・II・皿：2台のピアノのための
・新美徳英／夕やみの中：2台のピアノのための前奏曲
・西村朗／水の詩曲：2台のピアノのための
・西村朗／西村朗作品集
・西村朗／2台のピアノと管弦楽のヘテロフォニー
・奥村一／2台のピアノのための屋台ばやし
・三枝成章／バイエルで遊ぼう：連弾と2台のピアノのための
・坂本龍一／Avecpiano
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・坂本龍一／ピアノ・コンサート
・鈴木英明／2台のピアノのためのパロディー
・山路敦十詩／栂の木
・吉松隆／ランダムバード変奏曲：2台のピアノのための
中田喜直の2台ピアノ曲について
邦人作曲家の中より中田喜直を選び、2台ピアノの代表的作品より「無
宗教者の讃美歌」の演奏分析を載せてみた。後のフランス作曲家でデュティ
ユの作品と比較していただきたい。
r無宗教者の讃美歌」
2台ピアノ作品であり、5曲からなっている。
第1曲メロディー及び内声も充分レガートで弾くとよい。」＝88くらい
が心地よいテンポであろう。7小節目は第1ピアノ、第2ピアノがずれな
いように気をつけたい。14小節は表情をしっかりつけて演奏したい。17小
節目バランスのよい響きをもって。33小節は第1ピアノの左手の和音のバ
’ランスや響きを大切に。25小節～26小節は2人で合わせようとすると、テ
ンポが遅くなりやすいので注意したい。
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フランスの作曲家rデュティユ』とその2台のピアノ作品に
ついて
HenriDutiIleux（1916～）
アンリ・デュティユは、1916年1月22日北フランスのアンジェに生まれ、
両親とも音楽家であり、早くから音楽の才能を認められた。パリ音楽院を
卒業したのち、パリ・オペラ座の歌唱指導者として3年勤務ののち、1945
年一63年の間フランス国立放送の音楽プログラムを担当。1961年一70年の
間、パリ・エコール・ノルマル音楽院で作曲を教えた。
その作風は以上の経歴を物語る手堅い技術の上に、身の回りで行われて
いる現代の新しい緒傾向にも常に興味と関心をもって観察しつつ、自分の
資質に合ったもののみを吸収し、伝統的な価値の中に同化させており、保
守的なアカデミズムに陥ることもなく、また前衛に走ることなく、まった
く独自の道を切り開いている。フランス芸術の伝統的美徳である節度、質
の良さと洗練された明晰さを備えたその書法は、フォーレ、ラヴェル、ルー
セルなどの古典的な伝統の延長線上にあると言えるが、自由な無調スタイ
ルをとっている。十二音技法などの特定の手法を採用していないところか
ら、「本能的な無調」などと言われることもある。
前作の繰り返しを避け、常に新しい方向での完成度の高さを求めようと
するあまり、一作に年月を要し、作品数は決して多くはないが、オリジナ
リティに富んだ、ユニークな作品ばかりである。その中から2台ピアノ曲
rFIGURESDERESONANCES」の曲目分析をしたので参照して戴きた
い。
作曲者からのメッセージ
Les“Figuresderesonances”sepresententcommeungroupe
desequencesplusoumoinsbrevesquiformulentuncertainnombrede
propositionsdansunbutpurementacoustique．L’auteurenvisagede
donnerunesuiteacepremiercabierdepiecesdonltl’ensemble
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constitueraitalorsuneso丘ede“cataloguedesresonances”．
Lessignesmarquantlaplacedespedalesn’ontqu’unevaluer
desuggestion．Lesinterl）retesonttoutelatitudepourfaireusagedes2
pedales（oumemedela3eme）auxpassagesquineportentaucune
indication．
フランス語の題名「LesFiguresderesonances」は響きの表情の意
味です。
デュティユからのメッセージの訳
「響きの表情」は多かれ少なかれ、簡潔な続き物（ショット）のグルー
プです。そこでは、もっぱら「響き」を目的にした幾つかの提案をしてい
ます。
作曲者はこの一冊目の作品の中に一貫性を起きました。すなわち作品の
連なりは一種の「響きのカタログ」のようになると言う事です。
ペダルの印は（引いてある横線の印）ペダルの場所の「提案」でしかあ
りませんので、演奏者は全く自由に2つのペダル（あるいは3つ目を使っ
ても良し）をその印が無い所でも付けて全く構いません。
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2台のピアノ曲についての考察
まとめ
最近の音楽会の案内欄には、以前に比べて2台のピアノの演奏会が、か
なり多く見受けられるようになった。歴史的にみても、多くの作曲家が2
台のピアノ曲の作品を作曲している訳で、私達が聴く機会が多くなること
も嬉しいことである。
2台ピアノ曲の楽譜はほとんど第1、第2ピアノが同じに読めるような
譜面になっており、2人用に2部1冊となっている。
第1、第2ピアノをどちらが受け持ったらよいか。2台のピアノ曲はほ
とんどの場合、基本的には第1、第2ピアノの音楽性や技巧は同じ比重と
いえるが、どちらかといえば第1ピアノのほうが、やや技巧的難度が高く
なっている。なぜかというとやはり高音部を受け持つ場合が多めであり、
音形が細かく音も多めになるからだ。またソロ的要素もやや多くなってい
る。第2ピアノの場合は反対で、低音部を受け持つことがやや多く、また
伴奏的要素もやや多くなっている。このことは第2ピアノを受け持ってい
るほうが、曲をよく見渡せ、ある意味でリード役を担っているともいえる。
これらを考慮にいれて分担を決めたい。、
2台のピアノの合わせであるが、充分に練習をつんでほとんど曲のテン
ポでとおして弾けるようにしておくべきだ。また相手のパートも弾けるく
らいにしてあれば理想である。
曲の推進力は絶えず第1ピアノから第2ピアノヘ、第2ピアノから第1
ピアノヘと移り変わるので、このことだけはしっかりと把握しておくべき
だ。
お互いに相手を認め合い、言葉で相談するより音で、音楽で相手に語り
かけて自分を知らせ、また相手の感性・思考ものみこんで、あうんの呼吸
で合わせるようにしたい。言葉で打ち合わせる箇所はほんの少しであり、
音の無くなっていくところ、なくなったことろ音の鳴り始まるところなど
であろう。音の無いところは音で打ち合わせができないからである。
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ピアノの配置は向かい合わせがよく、第1ピアノは下手で蓋を大きく上
げ、第2ピアノは上手で蓋をとりはらい、少し第1ピアノより前に（観客
席側へ）となる。初めてこれを経験するときには、相手が遠く遥かかなた
に感じられる。これではたして合わせられるのだろうか、と思うぐらいで
ある。しかしいざ始めてみるとこの型のよさがわかる。なんといっても自
分の音が充分に聴こえ、相手の音はほどよく聴こえ、また相手の目・表情
が見えることである。
アンサンブルである2台ピアノの演奏は楽譜を視るのが普通で、譜面台
は低めに立てて相手が少しでもよく見えるようにしたい。また楽譜が平ら
になり視にくくなるが、譜面台を引き抜いたところへ置く方法もあり、こ
れだとスマートでもある。ただし暗譜に近い状態にしておかなければなら
ない。
ピアノ独奏では非常に孤独感を感じ、誰も助けてくれないが逆に演奏が
全く自由であり、全精力をつぎこめる世界である。2台ピアノ演奏ではど
うであろうか、お互い協力しあい、またせめぎあい、自分の歌をうたい、
相手が歌うときには後ろにまわり、時には主に時には従にと、いわゆる独
りでなく2人の関係になる。この2人はそれぞれ1人1台のピアノを充分
に弾きこなせる。連弾ではそうはいかず！台のピアノで2人では窮屈で、
分担も高音部は、低音部は、ペダルはどちらが踏むかと、限定されること
が多くなる。連弾ではアット・ホーム的なほのぼのとした雰囲気に傾倒す
ることが多くなり、2台ピアノはアンサンブル的教育価値観もあり、また
演奏では音響的饗宴へと華麗に展開していくことが多くなる。
参考文献
ピアノ・デュオ曲目辞典下山望三國正樹編著音楽之友社
名曲解説全集音楽之友社
新訂標準音楽辞典音楽之友社
ムジカノーヴァ4手のための作品にあたって音楽之友社
ムジカノーヴァ現代日本のデュオ曲から音楽之友社
一106一
